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1．まえがき

　地震予知研究計画にもとづく 1982 年の全磁力永年変化精密観測結果について報告する。

　観測点は第 1 図および第 1 表に示したとおりで，現在 19 ヶ所である。

2．資料解析および解析結果

　観測資料は，00 時 40 分～ 03 時 00 分までの 10 分毎 15 個を用いたものである。ただし，金

華山，男鹿は全期間をとおして 5 個である。資料の解析法は従来どおりである。

　解析結果を第 2 表および第 2 図に示した。第 2 ａ表の上段は各測点の全日月平均全磁力値，

下段は同静穏日全磁力値の月平均値である。第 2 ｂ表の上段は各測点の柿岡との全磁力値差の

全日月平均値，下段は同静穏日月平均値である。第 2 図は左側より，全日，静穏日全磁力月平

均値，これらに対応する柿岡との全磁力値差の全日，静穏日月平均値，最下段は柿岡の K 指数

の全日，静穏日月平均値，エラーバーは全磁力値については ±σ ／ 3，全磁力値差については

±σ /1.5 である。

　既に一部報告したように，八丈島（ HJJ ）の全磁力値差は 1982 年 1 月以降は 1981 年 9

月以前のレベルより約 8nT 高くなっている。又初島（ HAT ）において 1982 年 11 月から 12

月にかけて約 9nT に及ぶ全磁力値差の増大がみられる。この期間中欠測が多く断定は困難で

あるが，人為的原因によるものではない可能性がある。伊豆群発地震との関連については東大

地震研で調査中である。なお 1982 年 2 月は静穏日がなかったので第 2 図，第 2 ａ，第 2 ｂ表

での該当欄は欠測扱いとなっている。

―401―



第 1 表　観測点の位置
Table 1　Locations of stations.
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Table 2a　Monthly means and standard deviations of total-force intensity based on all day （above） and calm day 
　　　　　（below） data.

第 2a 表　全磁力の全日（ 上段 ）・静穏日（ 下段 ）の月平均値および標準偏差
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第 2b 表　柿岡を基準とした全磁力値差の全日（ 上段 ）・静穏日の月平均値および標準偏差

Table 2b　Monthly means and standard deviations of difference in the total-force intensity with reference to 
　　　　　Kakioka based on all day （above） and calm day （below） data.
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第 1 図　観測点の分布
Fig. 1　Distribution of stations.
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第 2 図　全磁力全日・静穏日月平均値および柿岡を基準とした全磁力値の全日・静穏
　　　　日月平均値（ 左側より ）。エラーバーは全磁力が ±σ ／ 3，全磁力値差が
　　　　±σ／ 1.5。

Fig. 2　Changes of monthly means of total-force intensity F, their difference with reference to Kakioka （DF）, 
and K-indices, based on all day and calm day data. Error bars stand for ±σ/3 F and ±σ/1.5 （DF）.
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第 3 図　柿岡に対する各観測点の全磁力夜間値差の変化，1977 年 1 月～ 1983 年 3 月
Fig. 3　Month-to-month change of the difference of nighttime total-force intensity at each station from that at 

Kakioka, for the period from January, 1977 to March, 1983.
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